

































































































EHIT(endovenous heat induced thrombus)を生じた経験は現在の
ところない。比較的広範囲の皮下出血を認めたのは3例、術後鎮痛
剤の追加が必要となったのは3例あった。退院後外来で経過観察し、
遺残した静脈瘤に対しポリドカスクレロールによるフォーム硬化療
法を追加したのは9例あった。1993年以降当院では血管の状態に応
じて治療法を選択しストリッピング術を667例、結紮術を714例、硬
化療法単独を761例施行してきた。伏在静脈瘤のうち従来のストリッ
ピング術が向いている血管径が太い症例や蛇行の強い症例でも分割
手術や部分切除を併用すれば概ねEVLAで対応可能と考え、今後原
則として侵襲が少ないEVLAに切り替える方針である。
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急性心筋梗塞症例の再潅流療法において、血栓吸引療法のみで良好
な血流と血管径が得られた症例は、その発症機序が塞栓症によるも
のとの報告が散見される。今回血栓吸引療法のみで良好な血流と血
管径が得られた一例を経験し、その吸引血栓組織所見と血管内超音
波所見より、発症機序に関しての考察ができたので報告する。症例
は77歳女性。畑で倒れているところを発見され、緊急搬送となった。
房室ブロックを合併した下壁急性心筋梗塞の診断で、緊急冠動脈造
影を施行した。右冠動脈#3が完全閉塞で血栓吸引療法を行った。多
量の赤色血栓が吸引され、良好な血流と血管径が得られた。吸引血
栓組織所見より、血栓はフィブリン血栓と混合血栓、血小板血栓よ
り形成されており、一般的な不安定プラークの破綻により形成され
る血栓と同じ構成成分であった。血管内超音波での病変部位の観察
では、血管内腔は広く保たれ、プラーク量が少ない所見であった。
プラーク性状は、iMAP所見からはfibroticな組織が80％、lipidicな
組織が9％、necroticな組織が11％で、一般的な不安定プラークに
比し、lipidicな組織とnecroticな組織が非常に少ない所見であった。
吸引血栓組織所見からは、血栓は冠動脈内の局所で形成された血栓
と考えられ、血管内超音波所見からは、病変部位は安定プラークで
プラーク量も少ないと考えられた。両所見より、本例は安定プラー
クの表面びらんに伴う血栓形成で発症した急性心筋梗塞と考えられ
た。血栓吸引療法のみで良好な血流と血管径が得られる症例では、
少量の安定プラーク表面のびらんによる血栓形成症例があることが
示唆された。
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